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本市では、2016 年1 月に「矢板市まち・ひと・しごと創生総合
戦略」を策定し、人口減少対策を展開してきましたが、今年10 月の
推計人口* は、ついに3 万人を下回り、29,979 人となりました。
　全国各地で少子高齢化による人口減少が止まらない現在ですが、
本市では、人口減少率のうち、死亡や出生を原因とする自然動態の
比率は高くなるものの、転入・転出を原因とする社会動態の比率は
ここ数年低い数字を維持しています。これは、矢板市への転入者の
増加を意味しており、本市が取り組む移住・定住施策が一定の成果
を上げていることを示しています。
　ここ数年は、さくら市などの近隣市町からの転入が転出を上回っ
ているところもあり、矢板で暮らすことを選択する人が増えています。

＊「推計人口」とは、直近の国勢調査確定人口を基に、その後の人口増減（出生・死亡・
転入・転出）を住民基本台帳から得て、毎月1 日現在の人口として算出したもの

　今号のテーマは移住・定住。本市の取り組みを紹介す
るとともに、さまざまな想いを胸に本市に移住した市民
の方にお話を伺いました。
　そこには、私たちが気が付かない矢板の魅力や、これか
らのまちづくりのヒントがたくさん隠されていました。
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特集  実は選ばれています、矢板市
やいたのみなさんコンニチハ・ヤイタゴハン　ほか
子育てひろば・図書館へGO！　ほか
今月のニュース＆トピックス
はつらつ通信
市からのお知らせ
クイズ＆アンケート・編集後記
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Yaita vol.1164  広報やいた 2023年12月号
表紙は、取材に応じてくれ
た田澤さん一家の休日のひと
コマ。近所の公園で遊んだり
自転車に乗ったり。風が冷た
い日でしたが、ママのもとに
駆け寄る子どもたちの表情を
見て、温かい気持ちになりま
した。笑い声が絶えないにぎ
やかな時間となりました。

COVER　表紙の写真　
30,602 人 （ △43）
男 15,233 人（ △13）
女 15,369 人（ △30）
13,366 世帯（△14）
（　）内は 10月 1日との比較 
△は減

出生          12 人
死亡          38 人
転入        46 人
転出        63 人
※住民基本台帳をもとに算出

POPULATION 人口（11月1日現在）
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　品川区で暮らしていた金澤さんは、温泉
付のセカンドハウスを探していましたが、
人とのつながりが巡り巡って今の物件に出
会い、今年 3月に移住しました。「肌に合
う温泉に毎日入ることができて、お水や食
べ物がおいしくて大満足」と笑顔で話す元
紀さんは、空気もおいしくて、運動する機
会が増え、健康になったと言います。
　「通勤は全く苦にならない」そう話すお
二人の職場は元紀さんは東京、寛子さんは
横浜と福島です。「品川にいても結局渋滞
や混雑で通勤に１時間かかる。同じ１時間
なら新幹線の中で有意義に過ごせた方がい
い。ここから通えるところはたくさんある」
と二人は話します。

　金澤さんは移住してから、何度もご近所
の友だちとホームパーティーをしたり、行政
区のイベントで出店のお手伝いをしたりす
るなど、地域とのつながりが広がりつつあり
ます。「もっと移住者と地域の方がつながる
機会を増やせれば、いろいろな意見が混ざ
りあい、まちおこしのいい刺激につながるは
ず」と話す元紀さん。ご自身の経験を活か
し、先日、スローワーク矢板で開催されたトー
クイベントに登壇し、「移住者から見た矢板
市の魅力」について語るなど、積極的に矢
板市のまちづくりに参画しています。
　「矢板市はとてもいいところ。心からそ
う思えるし、皆さんも誇りを持ってほしい」
と話してくれました。
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スローワーク矢板

地域共創型シェアオフィス。矢板なら
ではの魅力的な働き方（スローワーク）
を提供しています。

スロートーク矢板
　東京大学、三菱地所（株）らが理事を務めるエコッツェリア
協会と、都内企業であるエフエムスタッフがコラボレーション
し、さまざまなテーマでゲストスピーカーを招き、矢板のまち
づくりについて意見交換するトークイベント。人と人をつなぎ、
地元の方と共に矢板の活性化に向けて、活動を加速しています。

次回開催日程・ゲスト
第 6回　12 月 15 日（金）　　　　　　　向井    裕人 氏
第 7回　 1月 19 日（金）　矢板市長　　齋藤淳一郎 氏

　2014 年に東京から一家で移住した蜷木さんは、
館ノ川にある「農林産業研究所」と「矢板温泉  ま
ことの湯」の経営を任されたことがきっかけで矢板
市へと移住してきました。移住後の気持ちの変化に
ついて尋ねると、「ゆったりとした気持ちで心地良い
暮らしができている」と理さんと裕子さんは矢板に
来てからの日々を振り返ります。お米や野菜など新
鮮でおいしい食材が手軽に手に入り、スーパーや医
療機関などの環境にも不便を感じることなく生活が
できていると言います。小さいまちだからこそ、人
との距離もちょうどよく、自分たちに合った満足の
いく暮らしができていると笑顔で話してくれました。
一方、宏子さんは両親とともにまことの湯の経営

をしながら、２人の子どもを育てる母。矢板市の子育
て環境に「子どもを保育園に通わせるにあたり、待
機することもなく、自然豊かな環境でのびのびと成長
していく子どもたちを見れて幸せ」とその環境に感謝

していると言います。
また、宏子さんは「都
内に住んでいた時と
は違い、地域と密に
関われる時間が楽し
い。私たち家族はた
くさんの人に支えられ、やりたいことにチャレンジす
ることができている」目を輝かせながら話す姿からは
矢板での充実した生活が感じ取れます。そして「自
分が輝けるまちが矢板市」と笑顔で話してくれました。
スポーツツーリズムに力を入れてきたまことの湯は、

多くの合宿を受け入れながら、昨年度にカフェ、今年
度は露天温泉付きグランピング施設をオープンさせる
など、進化を続け、交流人口の増加に貢献してきました。
蜷木家が矢板市に移住して間もなく10年。自分たちが
感じてきた矢板の良さをヒントに、その魅力を伝える側
として、これからも矢板市のPRに力を注ぎます。
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ナルコユリで矢板市の農業を元気に
　伝統農産物の研究を専門としてきた経験を活かし、少子高齢化が
進む矢板市の農業事情の一助になればと、いろいろな作物の研究に励
んできました。移住当初は、敷地内の土壌を活かし数種類のハーブと
杜
とちゅう

仲を植栽し、杜仲茶とハーブティ3種をやいたブランドに登録し商
品化しました。2017年からは、国内栽培されていない「ナルコユリ」
の栽培研究に着手し、やっと「ナルコユリ茶」や「ナルコユリ餃子」な
どの商品化が本格的に動き出してきました。矢板市には思った以上に
豊かな自然があります。都会からの関心が得られるような新たな農業
の展開を目指して、もう少し研究者としてがんばってみようと思います。

（一財）農林産業研究所

主任研究員　蜷木  理さん
1980 年  農林水産省 入省
2005年  東京農工大学教授 就任
2014 年  同大学名誉教授  就任
2014 年  農林産業研究所研究員 就任

矢板 温 泉グランピング『 ユランピ 』

Glide Path（株）
　　　代表取締役
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　「自然の中でのびのびと子育てができていて、東
京にいたときに比べて、時間の流れが穏やかになっ
た」そう話すのは北海道出身の直人さんです。東京
で出会い結婚した二人は、3年前、コロナ禍を機に
麻里さんの地元である矢板市への移住を決めました。
東京でWEB デザインなどの仕事を手がけていた直
人さんは、今はフリーランスに転向し、自宅やふる
さと支援センター TAKIBI を職場として活用しなが
ら、月に数回東京へ出向くと言います。「都会との
つながりを持ちながら、田舎暮らしを楽しむのに、
矢板市はちょうどよい」と話します。
　麻里さんは「矢板市は産前から産後までサポート
が充実していて、間違いなく東京より子育てがしや
すい。初産婦の私には特に産後ケア事業がためになっ
た。いろいろな事業をもっと活用したい」と市の手
厚い子育て事業に助けられたと言います。そして「何
よりも人があったかい」と二人は口をそろえます。赤
ちゃんを連れて出かけると、みんなが話しかけてくれ
て、「うちの孫も見てー」と写真を見せてもらったこ
ともあるとか。近所のスーパーのおばちゃんがいつ
も話しかけてくれて、「こうやってうちの子の成長を
一緒に見守ってくれるんだなあと思うと、地域のあっ
たかさにほっこりする」と笑顔を見せます。「自分た
ちも地域のためにできることがあれば」と、片岡駅
前イルミネーションを主催するKATAOKA BASEに参
加。自分たちらしく地域とつながり、暮らしています。

01 子育て支援　　　医療費助成事業
　こどもと妊産婦が医療機関な
どを受診した際の保険診療分を
助成しています。（妊産婦は一
部自己負担があります。）

02 マタニティエクササイズ教室

　妊娠中でも安心して楽しめる運
動教室。出産・産後に必要な筋肉
を鍛えながら、妊娠中の生活や出
産・育児に向けた相談もできます。

03　産後ケア事業

　体の回復に心配があったり、慣れない
育児生活に不安があったりする場合、赤
ちゃんと一緒に宿泊または日帰りで医療機
関を利用し、相談やリフレッシュができます。

03

他にもサポートがたくさんあります。
詳しい内容はこちらからご覧ください。

01　移住支援金

　東京圏から矢板市に移住し
た方に、支援金を支給していま
す。4月より一人100万円の子
ども加算を追加しています。

03　空家等活用支援補助金

　矢板市空き家バンク制度を利
用して購入した空き家で、改修
工事などを実施する方に対し補
助金を交付しています。

02 暮らしのびのび定住促進補助金

　市内に住宅を取得（新築・建売住
宅購入・中古住宅購入）し、そこに
住民登録をした方へ、条件に合った
補助金を支給しています。

他にも暮らしを支える手厚い支援があります。
詳しい内容はこちらからご覧ください。

　「矢板市を選んだ大きな理由は、交通の便がいい
から」そう話す田澤さん一家は、マイホームを購入
するタイミングでさくら市から矢板市へ移住しまし
た。駅もインターも近いし、保育園やドラッグスト
アも身近にそろっていてコンパクトで住みやすいと
言います。成さんは、宇都宮の実家に行くときはも
ちろん、毎朝の通勤も那須塩原市まで高速道路を
利用しています。「朝の時間帯は渋滞がひどいので、
高速道路が使えて助かっている」と話します。
　「親世代が働きやすいまち」と話すのはフリーカメラ

マンとして働く舞さん。保育園は待機児童もなく利用
できるのはもちろん、わが家が利用している保育園で
は19時まで預かってもらえるので助かる」と話します。
他の市町では、待機児童が多く、預け先の保育園が見
つからないため職場に復帰ができなかったり、下の子
が生まれたら、上の子は一度保育園を退園し家で面倒
を見なければならなかったりすると言います。「コロナ
禍も明け、育成会が再開したら、さらににぎやかになり
そう」と話す成さんと舞さん。同世代が増えてきたとい
うご近所とのつながりを楽しみながら、暮らしています。

04



広報やいた　2023．128 広報やいた　2023．12 9

　矢板ふるさと支援センター TAKIBI を拠点に活動
する杉山さんと久山さんは、移住希望者に対し、要
件に合う市内の移住場所をコーディネートする集落
支援員です。「窓から高原山が見える場所に住みた
い」「温泉がある物件がいい」など、移住者の希望
はさまざま。子どもがいる相談者と一緒に長峰公
園で遊んだり、「行政区のお付き合いに不安がある」
という相談では、区長さんへ連絡を取り、相談者と
一緒にお話を伺いに行ったこともあると言います。
「こんなに親切に対応してくれた市は初めて」と驚
かれたこともあるそうです。
　「私たちはできることをしているだけ。でも人柄
の良さは矢板のいいところの１つ。矢板にはあった
かい人が多い」と二人は言います。
　矢板市への移住者を増やすことはもちろんですが、
それはゴールではなくスタート。移住者ならではの
考えや発想をヒントに、矢板市の魅力を市民の方に
も再発見してもらえる活動につなげたいと言います。
　最近では、地元の方と移住者で、イベントを開催
したり、新しい仕組みづくりをしたり、そこに市内
に通う高校生が加わったり、TAKIBI を通じて、ま
た集落支援員を通じて、新たな人のつながりが矢板
の魅力を創出しています。
　人と人をつなぎ、やりたいことを形にしてくれる
場所「TAKIBI」。集落支援員の二人は、ここに集まっ
た移住者や地元の方をつなぎ、共に未来を語り、み
んなの心に火を灯しています。

　TAKIBI は、移住者への相談・支援活動や空き家活用の
相談、シェアキッチンの貸出、テレワーカーや地域の中
高生へ仕事や勉強の場を無料で提供(Wi-Fi、電源、モニター
貸出 )するなど、さまざまな機能を備えた交流の拠点です。
　「焚き火に自然と人が集まり、語り合うように、
まちづくりに関わる人がここに集まり、そのチャ
レンジを支援していく場所でありたい　　　　」
『矢板ふるさと支援センターTAKIB I』という名前
には、そんな意味が込められています。

問い合わせ／
　矢板ふるさと支援センター TAKIBI
　☎（４７）７０１７

▲人のつながりが広まり TAKIBI フリースペース
に集う地域の方たち
◀ 10 月に東京で開催された移住フェアで矢板市
の PRをする二人

「矢板にはなんにもない」
そういった声を耳にすることがあります。
でもそれは、視点を変えれば、都会でもなく田舎でもな
いちょうどいいまちということ。
高原山の裾野に広がる矢板市は、生活に必要なものは一
通りそろいつつ、まちなかの川に蛍がいたり、川遊びが
できたりと、「過不足のない田舎」。
東京や東北へのアクセスも良く、イイとこ取りの田舎暮
らしが可能なまち。
それが矢板市が選ばれている理由なのかもしれません。

移住者の方たちが口をそろえて言っていた言葉
「自然が豊かで、交通の便が良く、人柄があたたかいまち」

私たちが当たり前だと思っていた日常に魅力を感じ移
住してくれた皆さん。
まちづくりの改善点や課題を教えてくれる皆さん。
人口減少が進む今、若い世代がずっと住み続けたいと思
えるまちにすることが、将来にわたり選ばれるまちの重
要な要素です。
そんな方がさらに増えるよう、また、移住後の暮らしを
不安にさせないため、出会い・結婚・住まい・出産・育児・
教育など、あらゆる分野の施策を連携し、手厚いサポー
トを行っていきます。

『ここに暮らしてよかった』誰もがそう思える
矢板市はそんなまちになることを目指します。



広報やいた　2023．1210 広報やいた　2023．12 11

　いよいよクリスマスシーズンですが、 日本と私の国フィ

リピンとでは、 過ごし方が少し違います。 今日はフィリ

ピンでのクリスマスの過ごし方について紹介します。

出典 ： https://www.onenews.ph/articles/nine-churches-for-nine-simbang-gabi-mornings

　フィリピンは国民の 80％以上がキリスト教 （カトリッ

ク） で、クリスマスは 1 年の中で最も重要なイベントです。

9 月から、 大通りに電飾がつけられたり、 大きなクリス

マスツリーが設置されたり、 準備が始まります。 そこか

ら 4 カ月、 町はクリスマス仕様に彩られ、 ショッピング

モールではクリスマスソングが流れるなど、 フィリピン

は世界で一番、 クリスマスシーズンが長い国と言われて

います。

●フィリピンには 「Parol パロル」

というクリスマス飾りがあります。

円や星の形をしたものが多いです。
出 典 ： ht tps : / /bu rma . i r r awaddy .com/ l i fes ty le /

trend/2018/12/19/177966.html

　クリスマスに食べる特別な食事を 「Noche Buena

ノチェブエナ」 と言います。

　その主なメニューがこちらです。

●前菜

「Keso de Bola ケソデボラ」 は、　エダ

ムチーズのことで、 パンにはさんで食べ

るのはもちろんですが、 ライスに乗せて

食べるのがフィリピン流。 出典 ： fl ickr、 Toni Girl

●メインデッシュ

　「Hamon ハモン」 はクリスマ

スに食べるハムのこと。 外側を

シロップや蜂蜜でじっくり炙っ

たハムはとってもジューシー。

ブラウンシュガーを周りに塗っ

て炙れば、 所々カリカリしてま

た違ったおいしさが楽しめます。
出典 ： fl ickr、 Veronica of World to Table

　 ク リ ス マ ス 料 理 の メ イ ン

と も 言 え る 豚 の 丸 焼 き、

「Lechon レチョン」。 カリカ

リに焼かれた皮とジューシー

な肉が絶品です。
出 典 ： https://primer.ph/blog/genre/lechon-five-

restaurants/

パーティに欠かせないのがス

パゲッティ。 フィリピンのスパ

ゲッティソースは甘くてひき肉

とチーズがたっぷり入ったもの

が定番です。 出典 ： fl ickr、 撮影 pulaw

●デザート

　ホリデーシーズン中、 食卓に

必ずあるのがこの２種類のライ

スケーキ。

　「Puto Bumbong プトボン

ボン」 （左） は、 蒸したもち

米に紫芋の粉を混ぜたもの。

Bibingka ビビンカ」 （右） は

米粉にココナッツミルクと卵を加えたフィリピンのケーキ。

出典 ： fl ickr、 撮影 whologwhy、 tacit requiem

　文化 ・ 飾り ・ 食べ物など日本とは違いがたくさんあり

ますが、 私は日本のクリスマスも大好きです。

　皆さんも興味がある方はぜひ、 フィリピン風クリスマ

スでお祝いをしてみてくださいね。

　それでは、 楽しいクリスマスを！

Merry Christmas!

コンニチハ 　市内小中学校に勤務している ALT（外国語
指導助手）の先生にお話しを伺いました。

Rebecka Watanabe
出身国／フィリピン
勤務校／泉小・乙畑小

●材料（作りやすい分量）

 ・りんご（中）…… 1 個
 ・ たまねぎ（中）… 1/2 個
 ・ 無調整豆乳……… 150ml
 ・酢………………… 100ml
 ・オリーブオイル… 50ml

　 ・塩…………… 小さじ 1
　 ・こしょう…… 少々
　 ・レモン汁…… 小さじ 1
　 ・にんにく…… 1/4 片

●作り方

① レモン汁とこしょう以外の材料を全てミキサーにかける。
② 最後にレモン汁とこしょうを入れ、軽くまぜる。
＊半量でもおいしく作れます。

「りんごドレッシング」
矢板市食生活改善推進協議会　監修

スマホのお悩み解決します

Q  パソコンやスマホについて、 操作が自己流になりがちで、 余計なクリッ　　

クやタップが多くなってしまうと感じています。 どうしたらよいでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（80代　男性より）

A 　 パソコンやスマートフォンの講座を受講することが効果的です。スマートフォ

ンの操作に関しては、 矢板市で、「 デジタル市民講座」 を開催しており、 電

源の入れ方から SNS（LINE） の使用方法まで、 じっくりと学習することが

可能です。

　　　　また、 操作回数を減らすという視点から、 ホームページをよく閲覧する場合、

ブックマークやお気に入りの機能を活用し、 頻繁にアクセスするページに素

早く移動できるようにすると、 操作が少なくて済みます。

投稿フォーム

デジタル保健室では、「疑問があるけど、誰に聞いたらいいのか分
からない」といったデジタルに関するお悩みを解決していきます。
　ささいなことでも大丈夫！皆さんの素朴な疑問をお待ちしています。

＜大さじ 1杯（15g）の栄養価＞
エネルギー18kcal、たんぱく質 0.16g、脂質1.4g、炭水化物
1.2g食塩相当量 0.15g

MemoMemo

小野﨑  明美さん

りんごの風味を生かせるよう、分
量を調整しました。市販のドレッ
シングに比べ、塩分も脂質も控
えめです。ミキサーがない場合は、
材料をすりおろしても作れます。

＊お好みで入れなくてもOK
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国指定天然記念物ミヤコタナゴ⽣息調査
全体では昨年度に⽐べ 16％減少の 547 匹

　10月21日、山田地区でミヤコタナゴ生息状況調査が
行われました。昨年度の稚魚が順調に生育し、成魚が
473匹となったものの、今年度の稚魚は減少し74匹と
なりました。今後も減少傾向の流れを止めるべく、県水
産試験場の指導を受けながら生息環境を整えていきます。
　保存会会長は「山田の宝であるミヤコタナゴを子ど
もたちの世代につなぐため、今後も地域で協力して
守っていきたい」と話してくれました。

今年も社員の想いを寄附にして…
「私の地元応援募⾦」が⽮板市⼦ども未来基⾦へ

　10 月 20 日、市役所で明治安田生命保険相互会社
様から市に対して 71万 2,500 円の寄附がありました。
これは、同社が 4年前から地域貢献活動として実施
している「私の地元応援募金」によるもので、矢板市
出身や矢板市に勤務したことがある社員の方が自主的
に募金をする活動です。いただいた貴重な想いは、子
ども未来基金へ積み立てられ、子育て支援に活用され
ていきます。

「環境を作ることを⼤事にする会社」
⾼原林産（株）様から⼦どもたちの読書環境整備へ寄附

　10 月 20 日、市役所で高原林産（株）様から「と
ちぎん SDGs 私募債」を活用しての寄附（６万円相当）
がありました。これは、栃木銀行様の寄贈付き SDGs
私募債を活用しての寄附で、市の学校電子図書館「と
もなりライブラリー」の電子書籍購入に充てられます。
　白石代表取締役は、「昭和39年の創業以来、地域の
環境を作っていくことを大事にしてきた。今回の寄附が
子どもたちの読書環境向上に役立てば」と話されました。

市政功労者表彰受賞

　11月 1日、矢板公民館で市政功労者に対する表彰
式が行われました。
　受賞された皆さんは、長年にわたり、各分野でご活躍
された方、篤行に優れた方で、市長からはこれまでの功
績に対する感謝の言葉とともに表彰状が手渡されました。

（左から）齋藤市長、高原林産（株）白石  盛道代表取締役、同白石  光子取締役

（左から）齋藤市長、明治安田生命保険相互会社  宇都宮支社  細井支社長、同竹越
市場統括部長、同矢板営業所  益田所長、同矢板営業所  梅辻リンクコーディネーター

広告⑦スミスケ⽞関ドア、窓
室内建具、畳

新年をむかえる前に住まいの点検修理を！新年をむかえる前に住まいの点検修理を！
       　具合の悪いところはありませんか？

給湯器、換気扇
冷・暖房機

屋根、 外壁
⾬どい、排⽔

キッチン、浴室
洗⾯所、トイレ

○正会員TOTOリモデルクラブ店

総合エネルギー（電気・ガス・灯油）＆リフォーム

瑞宝双光章
【消防】

石川　希吉さん
（沢）

1971 年から 2012
年まで塩谷広域行政
組合において消防業
務に精励され、消防
司令長等を歴任され
ました。

瑞宝双光章
【警察】

齋藤　富雄さん
（扇町二丁目）

1969 年から 2010
年まで栃木県警にお
いて警察業務に精励
され、警部などでご
活躍されました。

瑞宝双光章
【消防】
山口　諭さん
（片岡）

1971 年から 2011
年まで塩谷広域行政
組合において消防業
務に精励され、消防
司令長等を歴任され
ました。

旭日双光章
【地方自治】
大森　義仁さん
（扇町二丁目）

1991 年から矢板
市議会議員を４期務
め、副議長などを歴
任されました。

厚生労働大臣表彰
【生活衛生功労者】
渡辺　稔さん
（上町）

　県美容業生活衛生
同業組合副理事長な
どの要職で、多年に
渡り生活衛生の向上
に取り組まれた功績
が評価されました。

兪

瑞宝単光章
【電気施設保全業務】
渡邊　和芳さん

（安沢）

　長年、電気施設保
全業務に従事され、
現在においても（株）
新生エンジニアリン
グ総括作業班長とし
て活躍中です。

祝・秋の叙勲受章・厚⽣労働⼤⾂表彰受賞

　11月 3日発令の令和 5年秋の叙勲において、市内
から 6人の方が栄えある受章をされました。
　また、10月 20日には、渡辺  稔さんが、生活衛生
功労者として厚生労働大臣表彰を受賞されました。

　写真でご紹介する皆さまのほか、秋の叙勲において
中在住の荒巻  貴子さんも社会福祉功労で瑞宝双光章
を受章されています。
　表彰を受けた皆さま、誠におめでとうございます。

※順不同・敬称略

  各分野で功労顕著な方

鈴木　幹夫 統計

松平　祐宣 教育

宮本　妙子
市議会議員

中村　久信

齋藤　良藏 行政区長

村井　信之 

学校医池田　　斉

荒井　敏明

大谷　正男 学校薬剤師

    篤行に優れた方

乙川　和子

援護厚生
（老人給食）

笹沼　愛子

中村　治代

西田美智子

丸山　重雄

舟山　和子

社会福祉施設
への慰問

村本　悦子

野上　秋人

渡邉　和子

海瀬　元之 各種
奉仕活動山口　勲子

森　　純一 市に対し
寄附・寄贈
された方森　　珠江

滕
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芸術の秋
第 56回⽮板市⽂化祭を開催

　11月 1～ 3日に作品展・盆栽展・華展・茶会が開
催され、市民の皆さんの文化活動の成果が披露されま
した。会場内には、書道・写真・俳句・絵画・手芸な
ど、257 点の力作がずらりと並んだほか、5日には芸
能発表会も行われ各会場は多くの方でにぎわいました。
来場者は、「感性豊かな作品が多く、目と心で楽しま

せてもらった」「皆さんの日ごろの努力を感じました」
と話してくれました。

本格シーズンを前に市特産のリンゴをPR
樹上完熟のおいしさを知事に伝える

　10 月 31 日、県庁で、市内リンゴ生産農家の荒井  　　 
貴良さん、加藤  博樹さん、手塚  正之さんが、齋藤
市長とこれから収穫の最盛期を迎える市の特産リンゴ
の出来栄えを福田知事に PRしました。矢板北スマー
ト IC を利用し来客は増えているが、今年は猛暑の影
響で収穫量が若干心配と話していました。
　試食した知事は「とても甘い。樹上完熟のおいしさ
を多くの方に届けて欲しい」と話されました。

○

「地域の⼦どもは地域で守り育てる」
⼄畑ひまわりスクール、地域の⼒で祝 10年

　10月29日、乙畑小学校で乙畑ひまわりスクール開
設10年記念式典が開催されました。地域ボランティア
の方によって立ち上げられた放課後子ども教室として、
異学年や大人との交流活動を10年間続けてきました。
　市村会長は、「なによりも地域の子どもたちの成長
を見守れることが私たちの喜びと誇り。これ
からも地域の絆とともに活動を続けたい」と
話しました。

２年ぶり 13度⽬の全国⼤会へ
⽮板中央⾼校サッカー部が栃⽊⼤会を制覇

　11 月 11 日、第 102 回全国高校サッカー選手権大会
栃木大会決勝戦が行われ、延長戦の末、矢板中央高校が
2-1 で勝利し全国大会への切符を手にしました。決勝点
をあげた小森  輝星選手がインタビューで「（途中で負
傷交代した）キャプテンを全国に連れて行こうと皆で団
結した」と話したように、まさにチーム一丸、総力戦で
の勝利でした。全国大会の初戦は 12月 29 日 14 時 10
分から東海大仰星（大阪）戦に決定しました。

みんなで防災について考えよう
防災まつりに⼦どもたちが⼤集合

　11 月 11 日、イケポス池田キッズハウス（矢板市
子ども未来館）で子どもたちとともに防災について考
えることを目的として、防災まつりが開催されました。
消防車や救急車の展示があったり、AED・水消火器の
体験コーナーが設置されたりするなど、約 450 人の
子どもたちが集まりにぎわいました。
　参加者は、「女性消防団の話がおもしろかった」「ス
タンプラリーが楽しかった」などと話してくれました。

（株）⾕⼝建設、地域への感謝を込めて
⼩中学校電⼦図書館ともなりライブラリーへ寄附

　11 月９日、市役所で（株）谷口建設様から「とち
ぎん SDGs 私募債」を活用しての寄附（6万円相当）
がありました。これは、栃木銀行様の寄贈付き SDGs
私募債を活用しての寄附で、市の学校電子図書館「と
もなりライブラリー」の電子書籍購入に充てられます。
　谷口代表取締役は、「地域とともにある企業として、
地域の未来を担う子どもたちに還元できることはとて
もうれしい。これからも精進したい」と話されました。 （左から）齋藤市長、（株）谷口建設谷口  甚一代表取締役、同谷口  イキノ取締役

（左から）手塚  正之さん、加藤  博樹さん、荒井  貴良さん、福田知事、齋藤市
長、村上市農林課長

式典の様子はこちら



はつらつ館情報は
こちらから➡　はつらつ通信

お元気ポイント交換申請・手帳の更新について

健 幸 長 寿 コ ラ ム　vol.7 ～各種教室に参加して元気になりましょう～
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